
  

８
月
２８
日
（
火
）
岩
国
総
合
庁
舎
入
札
会
議
室

に
お
い
て
、
執
行
委
員
・
代
議
員
を
含
め
２７
名
参

加
の
も
と
、
２
０
１
８
年
度
岩
国
支
部
青
年
部
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
で
は
昨
年
度
の
活
動

を
総
括
し
、
今
年
度
の
運
動
方
針
・
役
員
体
制
な

ど
を
決
定
し
た
。 

 

 

冒
頭
、
遠
藤
青
年
部

長
が
「
組
合
員
同
士
は
、

上
司
や
先
輩
と
い
う
職

場
で
タ
テ
の
関
係
と
は

て
い
る
県
民
の
た
め
災

害
対
応
業
務
に
追
わ
れ

て
お
り
出
席
が
叶
わ
な

い
こ
と
に
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
西
日
本
豪
雨

災
害
に
よ
り
、
大
会
の

延
期
も
考
慮
し
た
が
、

本
日
、
大
会
を
開
催
で

き
た
こ
と
に
組
合
員
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
組
合
の
求
心
力
低

下
は
組
合
が
組
合
員
の

声
を
当
局
に
ぶ
つ
け
る

こ
と
な
く
、
組
合
内
で

消
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

一
因
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
、
組
合
員
の
た
め

の
組
合
で
な
く
て
は
組

合
の
存
在
価
値
は
な

い
。
支
部
執
行
部
と
し

て
支
部
組
合
員
の
声
を

大
事
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
選
挙
闘
争
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に

投
票
率
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
ま
ず
は

支
部
と
し
て
は
、
『
投

票
に
行
こ
う
』
と
運
動

し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職

労
本
部
委
員
長
、
小
田

村
特
別
執
行
委
員
、
石

原
岩
国
市
議
会
議
員
な

ど
が
挨
拶
を
行
っ
た
。 

２
０
１
７
年
度
一
般

経
過
報
告
で
は
、
昨
年

度
の
福
利
厚
生
事
業
の

参
加
率
が
低
か
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
周
知
不
足

が
原
因
で
あ
っ
た
と
執

行
部
と
し
て
分
析
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、
支

部
の
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
し
た
。 

つ
づ
く
、
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
で
は
、

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
他
県
や
他
地
域

で
の
行
事
よ
り
も
、
岩

国
地
域
で
楽
し
め
る
企

画
を
優
先
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
本
年
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

ま
で
の
企
画
を
一
新

し
、
「
う
飼
い
」
を
企

画
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
事
業
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
は
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及

び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
限

定
し
て
い
た
が
、
組
合

員
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
サ
ッ
カ
ー
や
卓
球

な
ど
の
取
り
組
み
も
試

み
た
い
と
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
会
計
予

算
、
岩
国
支
部
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
、
全
議

案
全
会
一
致
で
す
べ
て

承
認
さ
れ
た
。
７
月
２

０
日
（
金
）
岩
国
総
合

庁
舎
入
札
会
議
室
に
お

い
て
、
執
行
委
員
・
代

議
員
を
含
め
●
●
名
参

加
の
も
と
、
２
０
１
８

年
度
岩
国
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。
大
会

で
は
昨
年
度
の
活
動
を

総
括
し
、
今
年
度
の
運

動
方
針
・
会
計
予
算
な

ど
を
決
定
し
た
。 
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異
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齢
や
役
職

に
関
係
な
く
、
対
等
な

組
合
員
と
し
て
の
ヨ
コ

の
関
係
で
繋
が
っ
て
い

あ
災
害
対
応
業
務
に
追

わ
れ
て
お
り
出
席
が
叶

わ
な
い
こ
と
に
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
西
日
本

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
大

会
の
延
期
も
考
慮
し
た

が
、
本
日
、
大
会
を
開

催
で
き
た
こ
と
に
組
合

員
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
組
合
の
求
心

力
低
下
は
組
合
が
組
合

員
の
声
を
当
局
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
な
く
、
組
合

内
で
消
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
因
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
、
組
合
員
の

た
め
の
組
合
で
な
く
て

は
組
合
の
存
在
価
値
は

な
い
。
支
部
執
行
部
と

し
て
支
部
組
合
員
の
声

を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
選
挙
闘
争
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に

投
票
率
の
低
下
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
ま
ず
は

支
部
と
し
て
は
、
『
投

票
に
行
こ
う
』
と
運
動

し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。 

続
い
て
、
二
宮
県
職

労
本
部
委
員
長
、
小
田

村
特
別
執
行
委
員
、
石

原
岩
国
市
議
会
議
員
な

ど
が
挨
拶
を
行
っ
た
。 

２
０
１
７
年
度
一
般

経
過
報
告
で
は
、
昨
年

度
の
福
利
厚
生
事
業
の

参
加
率
が
低
か
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
周
知
不
足

が
原
因
で
あ
っ
た
と
執

行
部
と
し
て
分
析
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、
支

部
の
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
し
た
。 

つ
づ
く
、
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
で
は
、

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
他
県
や
他
地
域

で
の
行
事
よ
り
も
、
岩

国
地
域
で
楽
し
め
る
企

画
を
優
先
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
本
年
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

ま
で
の
企
画
を
一
新

し
、
「
う
飼
い
」
を
企

画
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
事
業
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
は
野

球
、
ソ
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が
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取
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委
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代
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部
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期
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催
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2018 年 9 月 4 日(火)発行 

る
。
青
年
部
活
動
は
、

組
合
員
同
士
の
幅
広

い
交
流
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
学
習
会
や
交

流
会
を
通
し
て
、
青
年

部
が
主
体
的
に
問
題

解
決
へ
取
り
組
め
る

よ
う
、
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。 

続
い
て
、
岡
本
本
部
青

年
評
議
長
、
小
田
村
特

別
執
行
委
員
が
挨
拶 

を
行
っ
た
。 

【
一
般
経
過
報
告
】 

 

青
年
部
を
『
組
合
活
動
に

参
加
す
る
き
っ
か
け
の
場
』

と
し
て
位
置
づ
け
、
青
年
部

の
活
動
を
通
し
て
一
人
で

も
多
く
の
組
合
員
が
組
合

活
動
に
関
わ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
諸
活
動
を
お
こ

な
っ
た
。 

【
運
動
方
針
】 

青
年
部
組
合
員
が
主
体
的

に
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ

と 
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▲団結ガンバロー 

▲2018 年度岩国支部青年部新執行体制 

と
が
で
き
る
よ
う
幅
の
あ

る
学
習
会
・
交
流
・
議
論
・

対
話
を
重
ね
、
課
題
解
決
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
。 

 

さ
ら
に
、
県
議
会
議
員
選

挙
と
岩
国
市
議
会
議
員
選

挙
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、
初

の
試
み
と
し
て
、
岩
国
市
職

青
年
部
と
合
同
で
「
政
治
学

習
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

 

８月 24 日（金）に岩国支部としては初

の試みで古事記や万葉集にも登場してい

る長い歴史を誇る伝統漁法の「錦帯橋う

飼遊覧」を開催し 37 名の組合員が参加し

た。心配された台風の影響を受けること

なく、篝火の灯りが涼しい夜の川面を照

らす中、ライトアップされた錦帯橋をバ

ックに弁当を食べながら鵜匠が見せる熟

練の手さばきを楽しんだ。 

参加した土木分会の石村さんは、「災

害業務に追われる日々だが、ゆったりと

した時間を過ごすことができてリフレッ

シュできた。思い切って参加して本当に

よかった」と参加者からも好評の声があ

がった。 

 


